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1. 前置き



この発表はCloudflare Workersの新機能 
「JS RPC」について理解するためのものです 

（わりと概念的な話です）



RPCとは？



RPCとは
• Remote Procedure Call 

• 遠隔（リモート）にあるコンピュータの関数（プロシージャ）を実行（コー
ル）する手法 

• 例 

• gRPC 

• JSON-RPC 

• XML-RPC



ようは（Worker）の呼び出
し方についての話をします



Kenton氏のブログ
• 2024年4月 Developer Weekで発表された2つのブログ記事 

• 「Why Workers environment variables contain live objects」 

• 「We've added JavaScript-native RPC to Cloudflare Workers」 

• AI製品のアップデートやD1のGAに隠れたテクニカルな記事 

• これから紹介するJS RPCを理解する鍵となる



https://blog.cloudflare.com/workers-environment-live-object-bindings

“Why Workers environment variables contain live objects”



https://blog.cloudflare.com/javascript-native-rpc

“We've added JavaScript-native RPC to Cloudflare Workers”



これから話すことはこのブ
ログ記事に基づく



2. まずBindingsを理解する



Bindingsとは？
• CloudflareのプロダクトへWorkersからつなぐための概念と手段 

• 例 

• AI、Analytics Engine、Browser Rendering、D1、
Environment Variables、Hyperdrive、KV、Queues、R2、
Rate Limiting、Vectorize



各種プロダクト



KVを使う場合の実装



env.MY_KV
KVオブジェクトそのものになっている

例: get() / put() / delete() が使える



他に書くことはwrangler.tomlの設定だけ

コード内でどのような名前で呼び出すか？

作ったKVのID



もし、Bindingsを使わな
かったらどうなるか？



SDKをimport

環境変数からキーを取得
外部APIへ接続

取得したオブジェクトで操作



2つの問題
1. セキュリティ - キーの管理、キーの処理を書かなくてはいけない 

2. 開発者体験 - SDKを使わないといけない、`connect`の処理は必要



2つを解決しているのがBindingsである

1. 認証キーを書く必要がない

2. SDKでオブジェクトを作らず直接JSのメソッドで呼べる



3. Service Bindingsとは？



Worker A Worker B
内部通信なので速い

Cloudflareネットワーク

Worker AからBをつなぐ



公式の図

https://developers.cloudflare.com/workers/runtime-apis/bindings/service-bindings/



実装
• インターナルなfetchをかける



Service Bindingsのユースケース
• ファイル容量制限を避ける 

• 責務の分割 

• マイクロフロントエンド

https://blog.cloudflare.com/better-micro-frontends



Webページをパーツに分ける



それぞれのパーツをWorkerにしてServiceBindingsでつなぐ



よい。が、実はそんなに使
われていない

使い勝手が悪い…？



4. JS RPC



Kentonのブログ記事と共に公開

https://developers.cloudflare.com/workers/runtime-apis/rpc/



JS RPCを理解するための2つのアプローチ

1. Bindings - WorkerをカスタムBindingsとして自分でつく
れる 

2. Service Bindings - Service Bindingsが簡単に書ける

この2つを満たすのがJS RPC



Worker A Worker B
Bindingとして呼び出せる

Service Bindingsで繋いでる



「電卓」の場合

1. Bindings - 「電卓」というBinding （Workerで実装され
る）を作れる 

2. Service Bindings - 「電卓」というWorkerを簡単に呼び
出せる



Worker A 電卓
Bindingとして呼び出せる

Service Bindingsで繋いでる

cnv. CALC.add(1, 2)

return a+b



実装方法



電卓の実装 - 呼び出し可能なWorkerを作る

WorkerEntrypointをextendsしたクラスをexportするだけ



呼び出してみよう



1. wrangler.tomlに定義を追加する

コード内でどのような名前で呼び出すか？

呼び出すWorkerの名前



2. Workerから呼び出す

ここ



つまり…

1. CalcというサービスをCALCというBindingとして利用する 

2. 呼び出すWorkerとCalc間はService Bindingsで接続される

さらに、JavaScriptネイティブな呼び出しができる 
=> 「JS Native RPC」



TypeScriptの型がちゃんとつく



JS RPCを使う
と嬉しいこと



JS RPCだとBindingsの2つを享受できる

1. セキュリティへの考慮 - 呼び出しにはシークレットが必要ない 

2. 開発者体験 - Bindingとして特にJS/TSネイティブに呼べる



5. 例



Web Blog
Bindingとして呼び出せる

Service Bindingsで繋いでる

cnv.BLOG.createPost()

db.execute(`INSERT INTO Posts …`)

ブログサービス

• DBを扱うサービスとそれを呼び出すUI



コード例



6. Smart Placementとの未来



実はこのJS RPC 
2つのメリットに加えてもうひとつアツいのが…



Smart Placement
と一緒に使う件



Smart Placementとは？

• ユーザー側よりバックエンド（オリジン）にWorkerが近い
方が効率的なことがある 

• Workerの場所をよしなにしてくれる



いわゆる「エッジ」のよさ
• ユーザーとWorkerが近い

ユーザー Worker
近い



Workerがユーザーに近い けどデータベースからは遠い
• データベースとのやりとりが多い場合は非効率



Workerをデータベースの近くに置こう
• ユーザーから遠いけど、データベースとのやりとりが多い場
合は効率的



 エントリーポイントご
とにロケーションが最適
化されれば嬉しい



ブログサービスの場合 - Tokyo編
• Blog - DB間が遅い

Blog

Web

ユーザー

DBTokyo

Tokyo

Tokyo London

速い

速い 遅い



ブログサービスの場合 - London編
• ユーザー - Web間が遅い

Blog

Web

ユーザー

DBTokyo

London

London London

速い速い

遅い



ブログサービスの場合 - 理想
• DBがユーザーから遠い場合、BlogだけDBに近いと良い

Blog

Web

ユーザー

DB
Tokyo

Tokyo

London London

近いから速い
内部だから速い

近いから速い



Service Bindingsの例
• もうすでに対応はしている



理想的な書き方

APACにあるDBを取得する

Service Bindingで接続されたBLOGを呼び出す



7. マーケットプレイス？



Bindingsマーケットプレイスができるかも？
• ユーザーが作ったカスタムBindingsが流通する 

• 現在は作ったアカウント内でしか使えない 

• 例 

• DiscordボットBinding 

• SlackボットBinding 

• Stripe決済Binding



おさらい



JS RPCで嬉しいこと
• セキュリティへの考慮 

• 開発者体験の向上 

• Smart Placementと組み合わせられる 

• マーケットプレイスで夢が広がる



遊んでみてくだ
さい



Thanks!!


